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常に誌面改革を追求していきます
　2015年、当時の議員によって「議会だより改革プロジェ
クトチーム」を立ち上げ、この成果に基づき、2017年か
ら、読み物としてより親しんでもらえるＡ４判16ページ
建てに変え、たとえば一般質問のひとりあたりスペース
を拡充、16ページ目に「市民と議会」のコーナーを設ける、
表紙写真の公募を行うなどしてきました。また編集作業も、

議会事務局の力も借りながら基本的には議員の協議で行っ
ています。
　現在、編集会議メンバーは２名以上の会派から１名ずつ、
ひとり会派４名から１名（号ごとに交代）、計６名で担当
しています。マンネリに陥ることなく、常に新しさを追
求して、より親しんでもらえる議会だよりをめざします。

　　　（議会だより編集会議座長　小林憲一）
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議会運営委員会 所管事項：議会運営、議会改革など

議会人事の改選でメンバー構成を新たにスタートした議会運営委員会
池田委員長に今期の抱負を語っていただきました！

安定の議会運営、挑戦の議会改革を
　市議会議員は予算の議決、決算の認定、条例の制定や契
約の締結など、議事機関としての役目があります。何よ
り市民の代表・市民の声の代弁者であり、日々の調査・
研究・研鑽

さん

でスキルを磨き、議員一人ひとりが市民の模
範となることが求められます。昨年6月から今年6月ま
でに4名の議員が辞職し、現在定数26名のところ、22名
での議会運営となっています。本年は、議会基本条例の

検証結果の取組みの検討、夏休みの「子ども議会探検」、秋
には市民との意見交換会及び全議員研修会等、議員数減
の中ハードな取組みではありますが、多摩市のため、市民
生活を守るため、さらなる議会改革をめざしてまいります。

前列左から、池田委員長、大くま副委員長
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